
<<イメージ図>>
○ 組み込みOSの特徴
・ハードウェアの制御を組込み ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
OSが仲介する。 組込みＯＳ システムの完成

(開発コスト、期間が短縮)
・独自にアプリケーションを開発 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ
できる。(開発の分業化)          
・ハードウェア※１を変更しても
アプリケーションは利用できる。
(資産の継承) ※1 同じOSであること

○ ＯＳの縮小化
組込み用Linuxから
シンボルテーブルを除去(strip)
することで、さらにコンパクト
化できる特徴があります。 サンプル比較 ※2

組込み

ＯＳ 縮小

※2 バージョンや条件により異なります

○ 制御モデル
各種端末を作成し、動作を確認
モーター駆動 ４点圧力センサ 耳たぶセンサ

組込みOSで開発コスト軽減
－ 組込み技術を用いた機器制御システムの研究開発 （Ｈ１８～１９）－

電子機器や機械装置における制御システムは、従来のハードウェアに合わせた
ソフト一体形式から『組込みOS』を用いたシステム構成へとシフトしています。
今回、LinuxやμITRONなどに代表される組込みOSを用いて構築時の問題点を把

握するとともに、それらOSを用いて各種機器の制御を検証しました。

各種組込みOSの構築及び制御モデルとしてモータやセンサなどを使った装置
を製作し、組込み技術の検証(OSと機器の制御)を行いました。
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0.1764,388byte380,632byteFedora8
0.2288,608byte409,724byteFedora5

縮小率strip後の容量strip前の容量ターゲットOS
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